
（奈良県）

「
住
み
よ
さ
」の
土
台
は 

自
立
性
・
独
自
性
を
育
ん
だ
悠
久
の
歴
史

　

奈
良
県
（
奈
良
盆
地
／
大
和
平
野
）
の
北
西
部
に

あ
っ
て
、
県
都
・
奈
良
市
中
心
部
か
ら
は
25
㎞
圏
内
、

大
阪
市
中
心
部
か
ら
も
30
㎞
圏
内

に
位
置
す
る
葛
城
市
は
、
平
成
16

（
２
０
０
４
）
年
10
月
１
日
、
旧
北

葛
城
郡
新
庄
町
・
當
麻
町
の
２
町

合
併
に
よ
り
、
新
市
と
し
て
の
歩

み
を
開
始
。
令
和
６
（
２
０
２
４
）

年
10
月
１
日
に
は
市
制
施
行
20
周

年
の
節
目
を
迎
え
て
い
る
。

　

葛
城
市
の
市
制
施
行
後
の
歩
み

は
、
本
年
で
21
年
目
と
新
し
い
。
し

か
し
、
葛
城
市
エ
リ
ア
は
周
知
の
通

り
、
奈
良
時
代
を
象
徴
す
る
都
・
平

城
京
の
誕
生（
和
銅
３
／
７
１
０
年
）

以
前
、
い
わ
ゆ
る
古
墳
時
代
の
有
力

豪
族
で
、
当
時
の
歴
代
天
皇
と
も
外
戚
関
係
に
あ
っ

た
と
さ
れ
る
葛
城
氏
の
本
拠
地（
大
和
葛
城
地
方
）と

し
て
栄
え
た
歴
史
を
有
す
る
。
葛
城
市
の
市
名
は
北

葛
城
郡
か
ら
来
て
い
る
が
、
地
名
と
し
て
の
ル
ー
ツ

は
古
く
葛
城
氏
の
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。

　

葛
城
氏
は
５
世
紀
か
ら
６
世
紀
ご
ろ
に
歴
史
の
表

舞
台
か
ら
消
え
る
。
だ
が
、
８
世
紀
初
頭
に
平
城
京

が
成
立
し
た
後
も
、
大
和
葛
城
地
方
そ
の
も
の
の
重

要
性
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

　

そ
の
よ
す
が
は
今
日
、
例
え
ば
、
共
に
推
古
天
皇

の
時
代（
７
世
紀
初
頭
）に
整
備
・
創
建
さ
れ
た
と
伝

わ
る
、
大
阪
と
奈
良
を
結
ぶ
日
本
最
古
の
官
道
・
竹

内
街
道
、
数
多
く
の
国
宝
を
有
す
る
當
麻
寺
の
存
在

な
ど
に
見
て
取
れ
る
。

　

市
域
の
西
側
に
目
を
向
け
れ
ば
、
８
世
紀
に
成
立

し
た『
万
葉
集
』所
収
の
あ
ま
た
の
名
歌
に
も
詠
ま
れ

た
景
勝
地
で
あ
り
、
現
代
は
大
阪
府
と
の
境
界
線
と

も
な
っ
て
い
る
金
剛
・
葛
城
・
二
上
の
山
並
み
（
金

剛
山
地
）が
そ
び
え
る
。

　

ま
た
、
旧
新
庄
町
地
区
に
は
、
日
本
最
古
の
女
帝

と
さ
れ
る
推
古

天
皇
（
６
世
紀

末
～
７
世
紀
初

頭
）
よ
り
も
以

前
に
、
ご
く
短

期
間
な
が
ら
時
の
清

寧
天
皇
崩
御
後
の
空
白
期
間
に
政
務
を
執
っ
た
こ

と
か
ら
、
実
は
日
本
初
の
女
性
天
皇
で
は
な
い
か

と
も
さ
れ
る
飯
豊
青
皇
女（
飯
豊
天
皇
）の
墳
墓《
伝

承
／
北
花
内
大
塚
古
墳
》
な
ど
、
貴
重
な
古
墳
が
数

多
く
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
８
世
紀
に
成
立
し
た
『
日
本
書
紀
』
に

は
、
葛
城
の
地
が
「
相
撲
の
始
祖
・
當た
い
ま
の
け
は
や

麻
蹶
速
の
生

市 政 ル ポ 葛
か つ ら ぎ

城市

令和6年10月6日に実施された「葛城市市制20周年記念式典」

阿
あ

古
こ

和
かずひこ

彦
葛城市長

悠
久
の
歴
史
を
継
承
し
花
開
い
た「
住
み
よ
さ
」の
形

集
客
・
移
住
・
定
住
支
援
で
図
る
持
続
可
能
な
未
来
!!
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誕
地
」で
あ
る
と
す
る
伝
承
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
名
所
旧
跡
、
歴
史
的
事
跡
、
ロ
マ
ン

あ
ふ
れ
る
伝
承
な
ど
に
満
ち
た
葛
城
市
の
土
地
柄

は
、
歴
史
・
文
化
の
中
心
地
で
あ
っ
た
近
畿
地
方
に

お
い
て
も
か
な
り
特
徴
的
だ
。

　

一
方
に
お
い
て
、
葛
城
市
は
現
代
に
お
け
る
「
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」の
最
重
要
基
盤
と
な
る「
住

み
よ
さ
」
や
「
子
育
て
の
し
や
す
さ
」
な
ど
に
関
し
、

現
代
的
な
尺
度
か
ら
計
っ
て
も
非
常
に
高
く
評
価
さ

れ
る
住
宅
都
市
と
し
て
、
市
制
施
行
以
後
、
順
調
に

進
化
し
続
け
て
き
た
。

　

葛
城
市
の「
住
み
よ
さ
」の
源
泉
の
一
つ
は
、
古
代

か
ら
の
伝
統
そ
の
ま
ま
に
、
要
衝
と
い
う
表
現
が

ぴ
っ
た
り
の
優
れ
た
交
通
環
境
面
に
あ
る
。
葛
城
市

は
面
積
33
・
72
㎢
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
で
あ
り
な

が
ら
、
近
鉄
南
大
阪
線
、
近
鉄
御
所
線
、
Ｊ
Ｒ
和
歌

山
線
の
計
７
駅
を
通
じ
て
京
都
・
大
阪
と
結
ば
れ
、

大
阪
市
中
心
部
ま
で
も
、
急
行
を
利
用
す
れ
ば
最
短

約
30
分
だ
。
道
路
交
通
網
に
つ
い
て
も
、
南
阪
奈
道

路
・
葛
城
Ｉ
Ｃ
お
よ
び
大
阪
・
松
原
Ｊ
Ｃ
Ｔ
経
由
で
、

大
阪
市
ま
で
わ
ず
か
20
分
と
、
至
近
の
通
勤
圏
に
位

置
し
て
い
る
。

　

葛
城
市
誕
生
当
時
の
人
口
は
３
万
５
５
１
３
人

だ
っ
た
。
そ
の
後
は
微
増
・
微
減
を
繰
り
返
し
な
が

ら
、
令
和
６
年
９
月
１
日
付
の
３
万
７
８
５
０
人

（
住
民
基
本
台
帳
ベ
ー
ス
）
を
ピ
ー
ク
に
、
現
在
は

再
び
微
減
傾
向
に
入
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
も
見

え
る
。
し
か
し
、
本
年
８
月
１
日
現
在
の
人
口

３
万
７
６
８
９
人
は
、
ほ
と
ん
ど
ピ
ー
ク
時
と
変

わ
ら
な
い
。

　

一
部
の
大
都
市
圏
以
外
は
人
口
減
少
が
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
現
況
下
、
葛
城
市
の
人
口
の

安
定
し
た
推
移
に
、
住
宅
都
市
と
し
て
の

「
社
会
的
評
価
の
高
さ
」
を
合
わ
せ
れ
ば
、

葛
城
市
の
人
口
に
関
す
る
近
未
来
的
な
見

通
し
の
現
状
は
、
む
し
ろ
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
と

い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

例
え
ば
、
住
宅
都
市
と
し
て
の
実
力
を

客
観
的
数
値
で
評
価
す
る
、
恒
例
の
「
住

み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」（
東
洋
経
済
新
報
社

公
表
）
に
お
け
る
、
葛
城
市
へ
の
評
価
の

高
さ
は
、
首
都
圏
に
次
ぐ
人
口
規
模
を
誇

る
近
畿
圏（
大
阪
府
、
京
都
府
、
兵
庫
県
、

奈
良
県
な
ど
）
に
お
い
て
も
、
ま
さ
に
出

色
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
本
年
度
版
「
住
み
よ
さ

ラ
ン
キ
ン
グ
」
の
総
合
評
価
で
、
葛
城
市
は
全
国

８
１
２
市
区
＊
の
う
ち
63
位
と
、
ト
ッ
プ
か
ら
８
％

以
内
の
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
さ
ら
に
葛
城
市

は
、
令
和
元（
２
０
１
９
）年
度
の
全
国
34
位
を
皮
切

り
に
、
７
年
連
続
で
全
国
の
30
位
台
～
60
位
台
の
総

合
評
価
を
得
て
お
り
、
奈
良
県
で
は
、
７
年
連
続
で

１
位
、
大
阪
都
市
圏
全
域
に
お
い
て
も
、
常
に
上
位

３
位
以
内
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

　

特
に
最
新
の
評
価
基
準
で
は
、
18
歳
以
下
の
子
ど

も
の
医
療
費
無
料
化
、
老
年
人
口
当
た
り
の
介
護
老

人
福
祉
・
保
健
施
設
定
員
数
の
多
さ
、
20
～
30
歳
代

の
女
性
人
口
当
た
り
の
０
～
４
歳
の
子
ど
も
の
数
の

多
さ
（
厚
生
労
働
省
発
表
の
最
新
デ
ー
タ
、
葛
城
市

の
令
和
４
（
２
０
２
２
）
年
度
合
計
特
殊
出
生
率
は
、

当
時
の
全
国
平
均
１
・
33
を
上
回
る
１
・
52
）、
25

歳
～
44
歳
の
子
育
て
世
代
の
占
め
る
割
合
の
多
さ
、

全
国
で
も
上
位
に
入
る
安
い
水
道
料
金
の
維
持
な

ど
、
特
に
福
祉
面
や
生
活
面
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
手

厚
さ
が
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
高
評
価
さ
れ
て
い
る
。

本堂をはじめとする国宝が8点、金堂をはじめとする重要文化財33点を持
つ名刹（めいさつ）・當麻寺に向かう参道

なだらかな雌岳、男性的な雄岳が連なる二上山遠望

奈良市

葛城市

＊同ランキングによると千代田区、中央区、港区の3区は対象から除外
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昨
年
（
令
和
６
年
）
４
月
に

は
、
民
間
の
有
識
者
グ
ル
ー

プ
「
人
口
戦
略
会
議
」
が
発
表

し
た
全
国
65
の
《
自
立
持
続
可

能
性
都
市
》（
消
滅
可
能
性
都

市
と
は
対
照
的
に
、
１
０
０

年
後
も
若
年
女
性
が
５
割
近

く
残
り
、《
持
続
可
能
性
》
が

高
い
都
市
）
の
リ
ス
ト
に
も
、

葛
城
市
は
人
口
減
少
が
全
般

的
に
進
む
奈
良
県
内
で
唯
一
、

選
出
さ
れ
て
い
る
。

　
「
そ
う
し
た
各
種
デ
ー
タ
は
、

あ
く
ま
で
も
機
械
的
に
計
算
さ

れ
た
も
の
で
、
一
つ
の
参
考
的
視
点
か
ら
の
評
価
に

過
ぎ
な
い
と
も
い
え
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
緻

密
で
客
観
的
な
デ
ー
タ
の
積
み
重
ね
に
よ
る
施
策
・

事
業
へ
の
高
い
評
価
は
、
近
年
の
葛
城
市
に
お
け

る
、
地
道
で
は
あ
る
も
の
の
、
自
分
た
ち
な
り
に
工

夫
を
凝
ら
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
が
、
間
違
い

で
は
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
改
め
て
示
し
て
い

た
だ
け
て
い
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

た
だ
、
そ
の
際
に
も
決
し
て
忘
れ
て
な
ら
な
い
の

は
、
第
一
に
、
私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
ま
ち
の『
住

み
よ
さ
』や『
子
育
て
の
し
や
す
さ
』な
ど
の
構
成
要

素
は
、
現
代
に
生
き
る
住
民
の
皆
さ
ん
と
、
行
政
、

事
業
者
な
ど
と
の
連
携
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る

も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

同
時
に
そ
れ
は
、
先
人
た
ち
が
構
築
し
て
く
だ

さ
っ
た
、
非
常
に
深
い
歴
史
や
地
域
資
源
の
上
に
あ

る
も
の
な
の
だ
と
い
う
事
実
を
き
ち
ん
と
踏
ま
え
た

《
共
通
認
識
》
を
、
み
ん
な
で
持
ち
合
う
こ
と
こ
そ

が
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
を
、

今
後
と
も
継
続
的
に
図
っ
て
い
く
上
で
は
、
非
常
に

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
」

　

旧
當
麻
町
地
区
の
出
身
で
、
地
域
に
根
差
し
た
薬

品
卸
売
会
社
の
社
長
と
し
て
実
績
を
重
ね
、
さ
ら
に

旧
當
麻
町
議
会
議
員
お
よ
び
葛
城
市
議
会
議
員
を
経

て
、
平
成
28（
２
０
１
６
）年
に
実
施
さ
れ
た
葛
城
市

長
選
に
出
馬
し
て
当
選
。
本
年
で
３
期
９
年
目
を
迎

え
た
阿
古
和
彦
葛
城
市
長
は
、
そ
う
語
る
。

た
め
池
を
利
活
用
す
る
姿
勢
に
宿
る 

「
住
み
よ
さ
追
求
」の
源
泉

　

現
代
の
葛
城
市
の「
住
み
よ
さ
」「
子
育
て
の
し
や

す
さ
」
な
ど
を
構
成
す
る
要
素
の
中
で
、
先
人
た
ち

の
構
築
し
た
地
域
資
源
を
独
自
に
活
用
し
、
大
き

な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
代
表
的
事
例
の
一
つ

と
し
て
、
阿
古
市
長
が
真
っ
先
に
挙
げ
る
の
は
、

葛
城
市
に
お
け
る
「
水
道
料
金
の
安
さ
」
を
可
能
に

し
て
い
る
歴
史
遺
産《
た
め
池
》の
存
在
だ
。

　
「
年
間
降
雨
量
が
少
な
く
気
候
温
暖
、
大
河
や
湖

も
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
奈
良
盆
地
で
は
昔
か
ら

た
め
池
が
た
く
さ
ん
造
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在

も
奈
良
県
全
域
で
は
４
０
０
０
カ
所
以
上
の
農
業

用
た
め
池
が
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。

　

葛
城
市
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
市
域
内
に
も
、
近
世

以
前
に
造
ら
れ
た
１
２
０
カ
所
以
上
の
た
め
池
が
、

現
在
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
奈
良
県
全
域
の
た
め

池
の
数
か
ら
す
れ
ば
少
な
く
感
じ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
葛
城
市
の
た
め
池
に
は
、
景
観

的
な
意
味
か
ら
だ
け
で
な
く
、
特
に
利
水
的
な
観

点
か
ら
、
地
域
資
源
の
一
つ
と
し
て
、
旧
町
時
代

か
ら
盛
ん
に
活
用
さ
れ
て
き
た
特
徴
的
な
歴
史
が

あ
り
ま
す
。

　

葛
城
市
で
は
、
10
カ
所
の
た
め
池
の
水
を
、
三

つ
の
浄
水
場
で
処
理
し
た
後
に
、
上
水
道
の
水
源

と
し
て
、
昭
和
30
年
代
か
ら
70
年
近
く
に
わ
た
っ

て
活
用
し
て
き
ま
し
た
。
た
め
池
は
ま
さ
に
葛
城

市
の
《
自
己
水
源
》
で
あ
り
、
葛
城
市
の
水
道
料
金

は
そ
の
た
め
、
市
制
施
行
以
来
ず
っ
と
、
県
内
12

市
の
中
で
最
安
の
水
準
を
、
維
持
で
き
て
い
る
の

で
す
」（
阿
古
市
長
）

　

上
水
道
に
活
用
さ
れ
て
い
る
10
カ
所
の
た
め
池

日本最古の女性天皇ともされる飯豊青皇女（飯豊天皇）を祭る北花内大塚
古墳

二上山の山頂近くに設置されている非業の皇子「大津皇子」の墓
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葛城市　市 政 ル ポ

（奈良県）

は
い
ず
れ
も
、
１
７
３
０
年
代
か
ら
１
７
８
０
年
代

に
か
け
て
築
造
さ
れ
た
農
業
用
水
だ
。
現
在
は
八
つ

の
水
利
組
合
な
ど
が
管
理
し
て
い
る
。
た
め
池
を
水

道
事
業
に
積
極
的
に
活
用
す
る
取
り
組
み
は
、
昭
和

30
年
代
の
旧
新
庄
町
・
當
麻
町
（
昭
和
41
／

１
９
６
６
年
に
町
制
施
行
す
る
以
前
は
當
麻
村
）
時

代
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
が
、
当
初
は
地
下
水
と
の

併
用
だ
っ
た
。
し
か
し
、
平
成
16
年
の
市
制
施
行

以
後
は
、
た
め
池
が
上
水
道
の
主
要
水
源
（
全
体
の

約
71
％
、
県
営
水
道
の
活
用
が
約
29
％
）
と
な
っ
て

い
る
。

　
「
葛
城
市
が
水
道
に
活
用
し
て
い
る
10
カ
所
の
た

め
池
の
貯
水
量
は
、
小
規
模
の
ダ
ム
一
つ
分
に
匹

敵
す
る
」（
阿
古
市
長
）と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
葛
城

市
の
農
業
用
た
め
池
は
、
ま
さ
に
地
域
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
基
盤
の
一
つ
で
あ
り
、
地
域
資
源
（
地
域

財
産
）そ
の
も
の
な
の
だ
。

　

し
か
し
、
近
代
工
法
で
造
ら
れ
た
ダ
ム
設
備
と

は
違
い
、
近
世
以
前
の
土
木
技
術
が
基
盤
に
な
っ

て
い
る
た
め
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
苦
労
も
少
な
く

な
い
。

　

特
に
近
年
の
よ
う
な
異
常
気
象
（
線
状
降
水
帯
の

発
生
な
ど
）
が
続
け
ば
、
洪
水
な
ど
の
災
害
要
因
の

一
つ
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
葛
城
市
で
は
そ
の
た

め
、
市
域
全
て
の
た
め
池
を
緻
密
に
デ
ー
タ
化
し
、

管
理
を
強
化
す
る
と
と
も
に
た
め
池
の
余
水
吐
に

切
り
欠
き
を
施
し
て
常
時
水
位
を
下
げ
、
た
め
池

へ
の
急
激
な
流
入
水
を
調
節
・
放
流
す
る
治
水
対

策
工
事
を
計
画
的
に
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
《
た

め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
》
を
作
成
し
て
市
民
の
注
意

を
喚
起
す
る
な
ど
、
水
害
対
策
に
も
怠
り
な
い
。

　
「
た
め
池
を
《
自
己
水
源
》
の
基
盤
と
し
て
使
う
メ

リ
ッ
ト
の
第
一
は
、
水
道

料
金
を
自
分
た
ち
の
判
断

で
安
く
設
定
で
き
る
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

も
う
一
つ
重
要
な
の
は
、

都
市
と
し
て
の
自
立
性
、

独
自
性
を
保
つ
上
で
の

い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
の
基

軸
、
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し

て
の
役
割
も
あ
り
ま
す
。

　

奈
良
県
で
は
現
在
、
葛

城
市
と
奈
良
市
を
除
い
た

26
市
町
村
と
奈
良
県
が
奈

良
県
広
域
水
道
企
業
団
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
実

際
、
企
業
団
に
入
っ
た
方
が
水
道
施
設
の
老
朽
化

対
策
に
も
有
利
だ
し
、
水
道
水
の
安
定
供
給
を
図

る
意
味
で
確
実
性
が
あ
る
の
も
確
か
で
し
ょ
う
。

葛
城
市
の
内
部
で
も
、
奈
良
県
広
域
水
道
企
業
団

に
加
入
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
す
る
議
論
は
あ
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
私
は
葛
城
市
の
地
域
財
産
と
し
て
の

《
自
己
水
源
》
を
活
用
し
た
形
で
成
り
立
つ
水
道
事

業
の
在
り
方
は
、
地
域
の
伝
統
文
化
な
の
だ
と
も

考
え
て
い
ま
す
。
県
の
水
道
企
業
団
に
加
入
す
れ

ば
、
10
カ
所
の
た
め
池
を
三
つ
の
浄
水
場
で
処
理

す
る
と
い
う
、
現
在
も
続
く
伝
統
文
化
は
喪
失
さ

れ
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
自
ら
水
道
料
金
を
設

定
で
き
る
と
い
う
『
都
市
と
し
て
の
自
立
性
』
ま
で

も
が
、
喪
失
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
に
思
わ
れ
て
な

り
ま
せ
ん
。

ため池は市民の憩いの場であり、葛城市の原風景でもある

「子育てのしやすいまち葛城市」を支える子育て支援センター。その
充実ぶりは子育て世代の大きな支持を集めている

令和5年8月30日に開催された「葛城市こども議会」。まちの将来を担
うこども議員たちからはユニークなアイデアが次々発せられた
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そ
こ
で
議
論
が
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
令
和
４
年

12
月
６
日
に
『
県
域
水
道
一
体
化
に
関
す
る
市
民
説

明
会
』
を
開
催
し
、
奈
良
県
広
域
水
道
企
業
団
に
は

参
加
し
な
い
と
い
う
方
針
を
、
私
は
改
め
て
打
ち

出
し
ま
し
た
」（
阿
古
市
長
）

集
客
・
移
住
・
定
住
支
援
の
推
進
で
図
る 

持
続
可
能
な
未
来
づ
く
り

　

阿
古
市
長
の
そ
の
決
断
は
、
多
く
の
市
民
の
賛

同
を
得
た
。
も
ち
ろ
ん
阿
古
市
長
も
、
諸
般
の
事

情
の
推
移
に
よ
っ
て
は
、
い
つ
か
県
の
広
域
水
道

企
業
団
に
加
入
す
る
可
能
性
も
否
定
し
て
は
い
な

い
。
た
め
池
と
い
う
前
近
代
の
地
域
資
源
を
活
用

し
た
水
道
設
備
は
、
細
か
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
常

時
不
可
欠
で
、
そ
れ
が
時
に

は
水
道
料
金
の
値
上
げ
（
全
国

平
均
よ
り
低
い
料
金
水
準
を

保
ち
な
が
ら
も
）
に
つ
な
が
る

可
能
性
を
も
、
認
め
て
い
る
。

　

し
か
し
、
自
分
た
ち
の
努

力
や
工
夫
に
よ
っ
て
、
何
事

に
お
い
て
も
き
め
細
か
な
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能

な
う
ち
は
、
そ
れ
を
実
施
す

る
こ
と
こ
そ
が
、
基
礎
自
治

体
と
し
て
の
真
の
意
味
で
の

「
市
民
フ
ァ
ー
ス
ト
」の
在
り
方

で
あ
り
、
そ
れ
が
で
き
る
う
ち

は
貫
い
て
い
く
と
い
う
覚
悟

を
、
葛
城
市
に
お
け

る
水
道
事
業
を
巡
る

決
断
は
示
し
て
い
る

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
は
一
方
に
お

い
て
、
本
欄
で
も
過

去
に
ご
紹
介
し
て
き

た
、
総
合
的
な
意
味

で
の「
住
み
よ
さ
」「
子

育
て
の
し
や
す
さ
」
で

知
ら
れ
る
全
国
各
地

の
自
治
体
に
通
底
す

る
「
覚
悟
」
を
想
起
さ

せ
る
。
換
言
す
れ
ば
、

そ
れ
は
自
治
体
と
し

て
の
自
主
性
や
独
自

性
を
重
視
し
た
、
各
種
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
向
け

た
「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
取
り
組
み
」
を
生
み
出
す
原

動
力
で
も
あ
る
。

　

そ
う
し
た
行
政
の
前
向
き
な
姿
勢
は
、
情
報
化

を
推
進
す
る
上
で
不
可
欠
な
情
報
発
信
（
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
）
の
源
泉
と
も
な
り
、
現
代
の
子
育

て
世
代
が
求
め
る
「
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
耳
を

傾
け
、
対
応
し
て
く
れ
る
ま
ち
」
を
実
現
す
る
要
件

の
一
つ
と
も
な
り
う
る
だ
ろ
う
。

　

葛
城
市
に
お
け
る
「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
づ
く

り
」と
い
う
意
味
で
は
、「
相
撲
」に
関
す
る
取
り
組

み
も
そ
の
一
つ
だ
。
取
材
後
の
本
年
８
月
４
日
、

開
催
中
の
「
大
阪
・
関
西
万
博
」
の
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
メ
ッ

セ「
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
」に
お
い
て
、「
相
撲
の
始
祖
・
當

麻
蹶
速
の
生
誕
地
」
で
あ
る
葛
城
市
の
阿
古
市
長
を

は
じ
め
、
い
ず
れ
も「
相
撲
に
ゆ
か
り
」の
伝
承
や
実

績
を
持
つ
、
全
国
９
市
町
の
首
長
た
ち
を
実
行
委
員

と
す
る
相
撲
の
大
祭
典
《
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｏ 

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

２
０
２
５
》
が
開
催
さ
れ
、
国
内
外
に
発
信
さ
れ
る

と
と
も
に
、
大
き
な
反
響
を
も
た
ら
し
た
。

　

葛
城
市
で
は
、
持
ち
前
の「
住
み
よ
さ
」「
子
育
て

の
し
や
す
さ
」
に
加
え
、《
第
２
期
葛
城
市
総
合
戦

略
》
の
骨
子
で
も
あ
る
「
移
住
支
援
／
子
育
て
に
係

る
各
種
支
援
・
取
組
を
通
じ
た
人
口
増
加
」「
集
客

支
援
／
観
光
業
を
基
幹
と
し
た
産
業
の
振
興
」「
定

住
支
援
／
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
を
通
じ
た

地
域
の
紐
ち
ゅ
う
た
い帯

強
化
」の
３
要
素
を
、
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
の
基
盤
と
し
て
い
る
。

大阪・関西万博「SUMO EXPO2025」には国内外の相撲ファン、観光客が集まり、
興味津々の様子で見入っていた

大阪・関西万博で開催された「SUMO EXPO2025」の模様（相撲甚句）

毎年7月、當麻蹶速にちなんで相撲館前庭（當麻蹶速の塚）前で行われる「けは
や法要」は、現役力士全員の安全祈願ならびに物故力士の追善法要
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例
え
ば「
相
撲
の
発
祥
地
」と
い
う
地
域
資
源（
地

域
財
産
）
の
活
用
に
つ
い
て
も
、
自
己
水
源
と
し
て

の
た
め
池
の
活
用
と
同
様
、
類
例
の
少
な
い
独
自

の
取
り
組
み
を
可
能
に
す
る
の
に
適
し
た
、
葛
城

市
な
ら
で
は
の
「
強
み
」
を
示
す
コ
ン
テ
ン
ツ
の
一

つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
「
葛
城
市
は
當
麻
蹶
速
の
生
誕
地
で
あ
り
、
隣
接

す
る
香
芝
市
も
、
相
撲
発
祥
地

と
し
て
の
ゆ
か
り
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
桜
井
市
に
は
相
撲

神
社
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
こ

と
か
ら
平
成
29
（
２
０
１
７
）

年
、
葛
城
市
・
桜
井
市
・
香
芝

市
の
３
市
で
『
大
和
ま
ほ
ろ
ば

相
撲
連
絡
協
議
会
』
を
設
立
。

大
阪
・
関
西
万
博
《
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｏ 

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
２
５
》
で
は
葛

城
市
と
桜
井
市
の
２
市
が
実
行
委
員
に
名
前
を
連
ね

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
葛
城
市
で
は
、
日
本
相
撲
協
会
の
規
格
に

準
拠
し
、
な
お
か
つ
誰
も
が
自
由
に
土
足
で
上
が
れ

る
土
俵
を
備
え
た
相
撲
館
『
け
は
や
座
』
が
あ
り
ま

す
。
こ
こ
で
は
ワ
ン
パ
ク
相
撲
大
会
や
相
撲
甚
句
の

開
催
、
女
性
も
上
が
れ
る
土
俵
体
験
な
ど
、
多
彩
な

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
ち
ゃ
ん
こ
鍋
の
ブ

ラ
ン
ド
化
を
目
的
と
す
る
《
け
は
や
ち
ゃ
ん
こ
鍋
コ

ン
テ
ス
ト
》
を
毎
年
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
模
様
も

全
て
全
国
発
信
し
て
い
ま
す
」（
阿
古
市
長
）

　

特
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
含
め
た
観
光
振
興
は
「
集

客
支
援
・
移
住
支
援
・
定
住
支
援
」
の
全
般
に
影
響

を
及
ぼ
す
重
要
な
事
業
だ
。
そ
の
た
め
に
必
要
な

当
面
の
取
り
組
み
と
し
て
、
葛
城
市
で
は
現
在
、

旧
奈
良
県
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
跡
地
へ
の
宿
泊
施

設
の
誘
致
や
、
南
阪
奈
道
路
・
葛
城
Ｉ
Ｃ
周
辺
の

開
発
（
葛
城
Ｉ
Ｃ
周
辺
ま

ち
づ
く
り
事
業
）
な
ど
、

多
角
的
な
基
盤
整
備
の

準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
に
始

ま
っ
た
ば
か
り
の
「
芝
桜

ま
つ
り
」（
会
場
は《
道
の

駅
か
つ
ら
ぎ
》
多
目
的
広

場
お
よ
び
し
あ
わ
せ
の
森

公
園
）
が
、
早
く
も
４
月

の
恒
例
行
事
に
な
る
ほ

ど
の
人
気
を
博
す
な
ど
、

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の

あ
る
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
発
・
定
着
に
つ
い
て

も
、
着
々
と
布
石
を
打
っ
て
い
る
。

　

民
間
出
身
の
阿
古
市
長
が
け
ん
引
す
る
、「
自
立

性
・
独
自
性
」
へ
の
模
索
が
何
事
に
お
い
て
も
基
調

に
感
じ
ら
れ
る
葛
城
市
の
ま
ち
づ
く
り
。

　

悠
久
の
歴
史
が
育
ん
だ
各
種
の
地
域
資
源
（
地
域

財
産
）
を
活
用
し
な
が
ら
も
、
常
に
時
代
の
潮
流
を

取
り
入
れ
た
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
忘
れ
な
い
、
そ
の

柔
軟
な
姿
勢
こ
そ
が
、
現
代
の
葛
城
市
に
お
け
る

「
住
み
よ
さ
」「
子
育
て
の
し
や
す
さ
」
の
源
泉
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
日
＝
令
和
７
年
５
月
19
日
）

葛城市観光協会主催「ワンパク相撲」の模様

力士のソウルフード「ちゃんこ鍋」を発信する「けはやちゃんこ鍋コ
ンテスト」は、相撲発祥地を持つ葛城市ならではのイベント（第2回
コンテスト・表彰式）

「ちゃんこの学校給食」は年に1回、「けはやちゃん
こ鍋コンテスト」入賞作品のレシピを使用し、市内
の公立学校・幼稚園で提供

令和6年に始まったばかりの「芝桜まつり」は、予想以上の来場者でにぎわっている
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